
1 月 12 ～ 15 日、コミュ
ニティホールで市立幼稚園
絵画展が開かれました。

会場には、園児たちの豊
かな表現力から生まれた作
品がずらり。初日にテープ
カットで幕を開けた同展に
は、市内各園から園児たち
が来場し、自分の作品を見
つけたり、みんなで作り上
げた力作を仲良く鑑賞しま
した。

市市 立立 幼幼 稚稚 園園 絵絵 画画 展展

市民の皆さんから募集した「健幸標語」が、応募総数
78 作品の中から澤谷万姫さんの作品「まず一歩！ 歩い
て伸ばそう　健幸寿命」に決定しました。今後、印刷物
や啓発などに活用し、幅広く健康の大切さを PR してい
きます。

【澤谷さんのコメント】
「歩き出すまでなかなかですが、ま

ず一歩！外に出て歩き出せば、健幸を
伸ばしていけそうだな…」という思い
を込めました。

【問合せ先】
健康推進課（☎ 64-1335）

「まず一歩！
歩いて伸ばそう　健幸寿命」
「まず一歩！
歩いて伸ばそう　健幸寿命」

健幸標語健幸標語
決定決定

けんこう

市
と
教
育
委
員
会
は
、臨
時
・

パ
ー
ト
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
職
種
・
資
格
】

保
育
士
＝
保
育
士
資
格
を
有

す
る
人

保
育
パ
ー
ト
＝
子
ど
も
が
好

き
で
、
保
育
補
助
が
で
き
る
人

主
任
幼
稚
園
教
諭
＝
幼
稚
園

教
諭
資
格
を
有
す
る
人

給
食
調
理
師
＝
調
理
師
資
格

を
有
す
る
人

給
食
室
補
助
員
＝
管
理
栄
養

士
ま
た
は
栄
養
士
資
格
を
有
す

る
人放

課
後
児
童
支
援
員
＝
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▼
教
員
免
許
な
ど
を
有
す
る

▼
大
学
で
教
育
学
・
心
理
学
・

社
会
福
祉
学
な
ど
を
履
修
し
た

▼
高
校
卒
業
以
上
で
児
童
福

祉
事
業
か
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
に
２
年
以
上
か
つ
２
千

時
間
以
上
従
事
し
た

【
勤
務
日
・
時
間
】

保
育
士
・
給
食
調
理
師
・
給

食
室
補
助
員
＝
平
日
午
前
８
時

３０
分
～
午
後
５
時
１５
分

保
育
パ
ー
ト
＝
平
日
午
前
７

時
～
９
時
か
午
後
４
時
３０
分
～

７
時主

任
幼
稚
園
教
諭
＝
平
日
午

前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

放
課
後
児
童
支
援
員
＝
▼
平

日
…
午
後
１
時
～
６
時
３０
分
▼

土
曜
日
…
午
前
８
時
～
午
後
１

時
か
午
後
０
時
３０
分
～
５
時
３０

分
▼
長
期
休
業
期
間
中
…
午
前

８
時
～
午
後
１
時
３０
分
か
午
後

１
時
～
６
時
３０
分

【
賃
金
】

保

育

士

＝

月

額

１７
万
２
千
２
０
０
円

保
育
パ
ー
ト
＝
時
間
額

９
７
０
～
１
千
２
５
０
円

主
任
幼
稚
園
教
諭
＝
月
額

１８
万
５
千
８
０
０
円

給
食
調
理
師
・
給
食
室
補
助
員

＝
月
額
１５
万
８
０
０
円

放
課
後
児
童
支
援
員
＝
時
間

額
１
千
１
０
０
～
１
千
２
５
０

円
【
申
込
・
問
合
せ
先
】

保
育
士
・
保
育
パ
ー
ト
・
給

食
調
理
師
・
給
食
室
補
助
員
の

募
集
に
関
す
る
こ
と
＝
職
員
課

（
☎
６４
・
１
３
２
４
）

主
任
幼
稚
園
教
諭
・
放
課
後

児
童
支
援
員
の
募
集
に
関
す
る

こ
と
＝
教
育
総
務
室
（
☎
６４
・

１
３
９
１
）

教
育
委
員
会
は
、
小

学
生
と
活
動
し
て
く
れ

る
地
域
の
人
や
大
学
生

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
せ
ん
か
。

日
に
ち
・
時
間
＝
特

定
の
曜
日
の
午
後
３
時

頃
～
５
時
頃

場
所
＝
三
山
木
小
学
校

内
容
＝
放
課
後
に
行
う
児
童
の
活
動
の
企
画
・
運

営
・
見
守
り
（
見
守
り
の
み
の
参
加
も
可
）

申
込
方
法
＝
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
２
月
２８
日
㈬

以
降
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進

課
（
☎
６４
・
１
３
９
４
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

子
ど
も
た
ち
の
活
動
サ
ポ
ー
ト

子
ど
も
た
ち
の
活
動
サ
ポ
ー
ト

遊びや見守りで子ども
たちと関わりませんか

臨時・パート臨時・パート職員募集職員募集
保育士・幼稚園教諭・給食調理師・放課後児童支援員…etc.保育士・幼稚園教諭・給食調理師・放課後児童支援員…etc.

年齢不問年齢不問

◎
保
育
士
・
幼
稚
園
教

諭
は
経
験
年
数
に
よ
る
昇

給
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

 みんなの絵
見つけたよ！
 みんなの絵
見つけたよ！

http://www.kyotanabe.jp/http://www.kyotanabe.jp/
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市
は
、
京
田
辺
え
え
ま
ち
つ
く
ろ
う
カ

フ
ェ
を
開
き
ま
す
。

地
域
を
良
く
し
よ
う
と
活
動
す
る
人
た

ち
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
ま
ち
づ
く
り
活

動
に
生
か
せ
る
人
脈
を
つ
く
り
、
ア
イ
デ

ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
ま
せ
ん
か
。

日
に
ち
＝
３
月
２２
日
㈭

時
間
＝
午
後
２
時
～
４
時
３０
分

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
民
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
が
あ
る

人
内
容
＝
▼
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
う

市
民
団
体
に
よ
る
事
例
紹
介
▼
交
流
会

（
テ
ー
マ
…
市
民
・
学
生
が
協
力
し
合
っ

て
行
う
ま
ち
づ
く
り
）
▼
参
加
者
に
よ
る

所
属
団
体
の
紹
介
・
イ
ベ
ン
ト
告
知
な
ど

保
育
（
６
カ
月
～
就
学
前
）
が
あ
り
ま

す
。

③人気のスポーツ

ホッケー（Hockey）

カナダの国技であるアイス
ホッケーは、国民に最も人気が
あります。ナショナル・ホッ
ケー・リーグと呼ばれる北米
のプロアイスホッケーリーグ
には、カナダから 7 チームが
参加しています。私の一番好
きなチームは、出身地のバン
クーバーをホームとしているバ
ンクーバー・カナックス（Van-
couver Canucks）です。カナ
ダで「ホッケー」と言えば、ア
イスホッケーを指します。寒い
カナダでは、ホッケーは氷の上
で行うものだからです。

Hello! Bonjour! 国際交流員（CIR）
のホー・イーチンです。今号は、出
身地・カナダで人気のあるスポーツ
を紹介します。

同志社女子大学音楽学科オペ
ラクラスは、オペラ「フィガロ
の結婚」を上演します。

演奏を専攻する学生が、全４
幕をイタリア語で上演します。
音響設備の整った同大学の講堂
で、オペラを鑑賞しませんか。
日にち＝ 2 月 17 日㈯
時間＝午後 2 時から
場所＝同志社女子大学京田辺

キャンパス新島記念講堂
駐車場がありませんので、公

共交通機関で来場してくださ
い。
内容＝フィガロの結婚（モー

ツァルト。日本語字幕付き）

定員＝先着 800 人
未就学児は入場できません。
入場料＝無料
申し込み＝不要
問合せ先＝同志社女子大学学

芸学部・文学研究科事務室（音
楽学科）（☎ 65-8501）

東
京
２
０
２
０
組
織
委
員
会
・
環

境
省
・
日
本
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
・

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・
東
京
都
は
、「
都

市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！
み
ん
な
の

メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
入
賞
メ
ダ
ル

に
、
小
型
家
電
に
含
ま
れ
る
リ
サ
イ

ク
ル
材
を
活
用
し
ま
す
（
＝
下
図
）。

市
は
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
、
不
要
な
小
型
家
電
を
無
料
で
回

収
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
不
要
な

携
帯
電
話
や
小
型
家
電
を
メ
ダ
ル
と

し
て
再
生
さ
せ
、
ア
ス
リ
ー
ト
に
届

け
ま
せ
ん
か
。

回
収
場
所
＝
市
役
所
、
北
部
・
中

部
住
民
セ
ン
タ
ー
、
三
山
木
福
祉
会

館
、
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
甘
南
備

園
、
エ
コ
パ
ー
ク
か
ん
な
び
キ
ラ
ラ

店
（
新
田
辺
東
商
店
街
内
）

回
収
品
目
＝
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
・
電
話
機
・
℻
・
携
帯
ラ

ジ
オ
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
・
携
帯
音

楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
・
携
帯
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ

レ
ー
ヤ
ー
・
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
・

Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
・
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス

ク
ド
ラ
イ
ブ
・
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
・
電

子
辞
書
・
電
卓
・
ゲ
ー
ム
機
・
カ
ー

ナ
ビ
・
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
・
電
子
血

圧
計
・
時
計
・
ド
ラ
イ
ヤ
ー
・
電
気

か
み
そ
り
な
ど

問
合
せ
先
＝
清
掃
衛
生
課
（
☎

６８
・
１
２
８
８
）

全
国
大
学
ま
ち
づ
く
り
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
京
田
辺

実
行
委
員
会
は
、
第
１２
回
全
国
大
学
ま
ち
づ
く
り
政
策

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
京
田
辺
を
開
き
ま
す
。
全
国
の
大
学
生
・

大
学
院
生
が
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
テ
ー
マ
を
選
ん
で
本
市
を

調
査
・
研
究
し
、
自
由
な
発
想
で
考
え
た
政
策
を
発
表
し

ま
す
。
学
生
の
独
創
性
あ
ふ
れ
る
政
策
提
言
に
耳
を
傾
け

て
み
ま
せ
ん
か
。
２
月
２５
日
㈰
・
２６
日
㈪
は
、
学
生
が
市

内
で
資
料
収
集
や
聞
き
取
り
調
査
な
ど
を
行
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
に
ち
＝
２
月
２７
日
㈫

内
容
・
時
間
＝
▼
政
策
提
言
発
表
会
…
午
前
９
時
３０
分

か
ら
▼
審
査
発
表・表
彰
式
…
午
後
３
時
３０
分
か
ら（
予
定
）

場
所
＝
同
志
社
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
で
来
場

し
て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
＝
▼
若
い
世
代
が
起
業
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

▼
市
民
へ
の
効
果
的
な
行
政
Ｐ
Ｒ
▼
み
ん
な
で
育
て
る
持

続
可
能
な
地
域
交
通
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
▼
健

康
増
進
に
着
目
し
た
ま
ち
づ
く
り

問
合
せ
先
＝
全
国
大
学
ま
ち
づ
く
り
政
策
フ
ォ
ー
ラ

ム
in
京
田
辺
実
行
委
員
会
（
市
民
参
画
課
内
、
☎
６４
・

１
３
１
４
）

日にち＝ 2 月 18 日㈰
時間＝午後 2 時～ 3 時 35 分
場所＝商工会館
駐車場に限りがありますの

で、公共交通機関でお越しくだ
さい。
出演者＝山本彩衣子さん・中

村めぐみさん（いずれもマリン
バ・打楽器）

曲目＝バレエ組曲「くるみ
割り人形」より （チャイコフス
キー）・アフリカンブルース（ 
ロッケンガンプ）など
定員＝先着 180 人
問合せ先＝けいはんな学研都

市活性化促進協議会・酒井（☎
95-5034）

市
は
、
市
民
ふ
れ
あ
い
ロ
ビ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。
あ

な
た
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
で
、
お
昼
の

ひ
と
と
き
を
彩
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

出
演
日
＝
５
月
中
旬
～
平
成
３１
年
３

月
の
市
役
所
開
庁
日
（
木
曜
日
・
平
成

３１
年
２
月
１
日
㈮
～
３
月
１５
日
㈮
を
除

く
）時

間
＝
午
後
０
時
２０
分
～
０
時
５０
分

対
象
＝
市
内
を
中
心
に
音
楽
活
動
を

す
る
個
人
・
グ
ル
ー
プ

内
容
＝
音
楽
の
演
奏
・
発
表

カ
ラ
オ
ケ
、
窓
口
業
務
に
支
障
と
な

る
よ
う
な
大
き
な
音
響
の
も
の
（
ア
ン

プ
・
ス
ピ
ー
カ
ー
は
使
用
不
可
）、
特

定
の
個
人
・
団
体
を
中
傷
す
る
も
の
、

宗
教
・
政
治
活
動
、
営
利
を
目
的
と
す

る
も
の
は
除
き
ま
す
。
ま
た
、
謝
礼
・

交
通
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

応
募
方
法
＝
企
画
調
整
室
か
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
書
を
、
郵
送
・

℻
・
電
子
メ
ー
ル
で
送
信
し
て
く
だ
さ

い
し
め
き
り
＝
２
月
２８
日
㈬

応
募
・
問
合
せ
先
＝
企
画
調
整

室
（
〒
６
１
０・
０
３
９
３
、
☎
６４
・

１
３
１
０
、
℻
６２
・
３
８
３
０
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
スkikaku@city.kyotanabe.

lg.jp

）
自
転
車
は
便
利
で
環
境
に
優
し
い

乗
り
物
で
す
が
、
乗
り
方
を
誤
る
と

事
故
の
危
険
も
あ
り
ま
す
。
自
転
車

の
事
故
率
が
最
も
高
い
の
は
、
自
転

車
に
乗
り
始
め
た
７
歳
前
後
の
子
ど

も
で
す
。

安
全
で
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方

を
、
親
子
で
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

受
講
者
に
は
、
田
辺
警
察
署
が
修
了

証
を
発
行
し
ま
す
。
ま
た
、
整
備
士

に
よ
る
自
転
車
の
無
料
安
全
点
検
も
行
い
ま
す
。

日
時
＝
３
月
４
日
㈰
午
前
１０
時
～
正
午

場
所
＝
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
年
長
～
小
学
校
３
年
生
の
子
ど
も
と
保

護
者定

員
＝
先
着
１５
組

持
ち
物
＝
自
転
車
（
親
子
と
も
）・ヘ
ル
メ
ッ
ト
・

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

申
込
方
法
＝
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
２
月
２０
日
㈫

申
込
・
問
合
せ
先
＝
き
ょ
う
た
な
べ
環
境
市
民

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
務
局
（
環
境
課
内
、
☎

６４
・
１
３
６
６
）

カ－リング（Curling）
15 世紀にスコットランドで

発祥したとされる「氷上のチェ
ス」とも呼ばれるスポーツで
す。昔は凍った池や川で石を投
げていたそうです。ゆっくりと
回転（カール）して進んで行く
ところから、カーリングと名付
けられました。現在、カナダに
は約 150 のカーリングクラブ
があり、競技人口は約 250 万
人に上る国民的スポーツです。
2010 年バンクーバーオリン
ピックでは、男子が金メダル、
女子が銀メダルを獲得しまし
た。

スケ－ト（Skating）
カナダでは、小学校の体育の

授業でスケートを行います。子
どもたちは先生と一緒に、プー
ルとスケート場が併設された屋
内施設へ行き、夏は水泳、冬は
スケートの練習をします。カナ
ダでは毎年スケートの大会が開
かれ、たくさんの人が観戦に訪
れます。

【問合せ先】
市民参画課
☎64-1314

１
月
７
日
、
田
辺
公
園
多
目
的
運
動
広
場
で

消
防
出
初
式
を
行
い
ま
し
た
。

消
防
団
・
消
防
署
を
は
じ
め
、
消
防
活
動
支

援
隊
・
地
域
の
自
主
防
災
会
・
事
業
所
の
自
衛

消
防
隊
な
ど
か
ら
約
３
５
０
人
が
参
加
。
交
通

事
故
を
想
定
し
た
消
火
・
救
助
訓
練
や
、
田
辺

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
の
ほ
か
、
消
防
車
両

か
ら
の
一
斉
放
水
を
行
い
、
観
客
か
ら
は
大
き

な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
（
＝
写
真
）。

ま
た
、
地
域
防
災
の
要
と
な
る
消
防
団
員
の

う
ち
、
功
績
の
あ
っ
た
団
員
の
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。
表
彰
を
受
け
た
人
は
次
の
と
お
り
で
す

（
敬
称
略
）。

【
府
消
防
協
会
長
表
彰
】

功
績
章
＝
奥
西
泰
男

精
績
章
＝
村
上
学
・
田
中
宏
和

精
勤
章
＝
辻
尾
仁
思
・
藤
本
雅
登
・
植
城
圭

祐
・
藤
澤
均
・
向
井
一
夫

【
京
都
府
消
防
協
会
綴
喜
支
部
長
表
彰
】

綴
喜
支
部
長
章
＝
山
岡
雅
俊
・
西
川
浩
介
・

馬
崎
勝
行
・
平
島
照
俊
・
西
川
耕
造
・
樺
井
保

典
・
林
宏
幸
・
井
内
聡
・
田
宮
賢
一
・
北
尾
昇
・

江
守
由
・
小
山
雅
司
・
種
田
善
行
・
永
井
伸
幸
・

笹
山
典
孝
・
小
山
智
之

【
京
田
辺
市
長
表
彰
】

永
年
勤
続
功
労
章
＝
島
田
千
春
・
北
川
寛
信
・

奥
西
剛
史
・
川
嶋
浩
司
・
武
藤
健
生
・
森
島
裕

也
・
安
倉
正
人
・
大
石
俊
之
・
吉
川
直
紀
・
野

田
博
之
・
宇
野
順
一
・
小
泉
亮
太
郎
・
長
谷
川

勝
一
・
久
保
良
太

功
績
章
＝
佐
野
泰
正
・
村
上
伸
介
・
中
村
博

貴
・
井
上
孝
宏
・
西
川
浩
介
・
森
村
章
仁
・
勅

使
河
原
寛
・
中
山
貴
博
・
木
原
聡
志
・
馬
崎
勝

行
・
櫻
井
健
一
・
井
内
孝
昭
・
尾
嵜
泰
啓
・
藤

川
正
信
・
藤
林
敏
行
・
藤
林
和
宏
・
平
島
照
俊

【
消
防
団
長
表
彰
】

団
長
章
＝
川
見
真
一
・
工
藤
優
・
井
上
和
也
・

井
脇
聡
氏
・
岡
田
浩
和
・
山
中
孝
太
・
山
本
真

広
・
大
冨
賢
史
・
栗
田
丈
寬
・
河
本
隆
志
・
宇

尾
野
宏
之
・
杉
田
充
・
上
村
勇
樹
・
松
村
昌
広
・

長
谷
川
貴
也
・
栢
本
義
仁
・
井
脇
健
夫
・
岡
田

達
也
・
有
山
英
之

【
問
合
せ
先
】

消
防
総
務
課
（
☎
６３
・
７
８
２
５
）

「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプ
ロジェクト」は、東京 2020 大会の大会ビジ
ョンのもと、参加者が行動して未来につなぐ
「東京 2020 参画プログラム」の公認事業です。

市
は
、
市
民
農
園
の
利
用
登
録
を
受
け

付
け
ま
す
。

市
民
農
園
は
、
地
域
の
農
家
組
合
が
管

理
・
運
営
し
、
休
憩
所
・
給
水
施
設
な
ど

も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
と
の
交
流

を
深
め
な
が
ら
、
収
穫
の
喜
び
を
味
わ
い

ま
せ
ん
か
。

利
用
開
始
日
＝
４
月
１
日
㈰

農
園
名
・
料
金
な
ど
＝
下
表
の
と
お
り

１
世
帯
に
つ
き
１
区
画
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
別
世
帯
で
も
同
一
住
所
の
場
合
は

１
世
帯
と
み
な
し
ま
す
。

登
録
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
、
希
望
す

る
農
園
名
（
複
数
希
望
の
場
合
は
優
先
順

位
も
記
入
）・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
書
い
て
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

多
数
の
場
合
は
抽
選
で
登
録
順
を
決
定

し
、
空
き
に
応
じ
て
案
内
し
ま
す
。

し
め
き
り
＝
２
月
１５
日
㈭
（
必
着
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
農
政
課

（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住
所
不
要
〉、

☎
６４
・
１
３
６
２
）

申
込
方
法
＝
市
民
参
画
課
・
市
公

共
施
設
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

申
込
用
紙
を
持
参
・
郵
送
・
℻
す

る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用

フ
ォ
ー
ム
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
３
月
１２
日
㈪（
必
着
）

申
込･

問
合
せ
先=

市
民
参
画

課
（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住
所

不
要
〉、
☎
６４
・
１
３
１
４
、
℻
６４
・

１
３
０
５
）
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催
し
・

　
　募
集

Eventワ
ン
コ
イ
ン
バ
ル

特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
お
得
に

商
工
会
は
、
ワ
ン
コ
イ
ン
バ
ル
を

開
き
ま
す
。

参
加
店
で
、「
バ
ル
メ
ニ
ュ
ー
く

だ
さ
い
！
」
と
伝
え
る
だ
け
で
、

５
０
０
円
か
１
千
円
（
税
込
み
）
の

特
別
メ
ニ
ュ
ー
が
楽
し
め
ま
す
。

詳
し
く
は
、
２
月
１７
日
㈯
の
新
聞

折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。日

に
ち
＝
２
月
２３
日
㈮
・
２４
日
㈯

場
所
＝
市
内
の
参
加
店
舗
４１
店

問
合
せ
先
＝
商
工
会
（
☎
６２
・

０
０
９
３
）

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

日
に
ち
＝
３
月
３
日
㈯

時
間
＝
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
展
示
・

模
擬
店
・
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど

問
合
せ
先
＝
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
６２
・
２
２
２
２
、
℻
６５
・

４
９
６
２
）

ベ
ビ
ー
ち
ゃ
ん
の
親
子
教
室

日
に
ち
＝
２
月
２４
日
㈯

時
間
＝
午
前
１０
時
～
１１
時
１５
分

場
所
＝
普
賢
寺
児
童
館

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
２
～
１２

カ
月
の
乳
児
と
母
親

内
容
＝
日
本
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ヨ
ガ

協
会
認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
福

森
浩
子
さ
ん
に
よ
る
産
後
ヨ
ガ

定
員
＝
先
着
１５
組

申
込
方
法
＝
来
館
・
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
普
賢
寺
児
童

館
（
☎
６５
・
０
１
５
３
）

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

講
習
・
説
明
会

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
は
、
子
育
て
を
相
互
援
助
す
る

会
員
を
募
集
し
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
を
手
助

け
し
て
ほ
し
い
人
と
、
子
育
て
の
手

助
け
を
し
た
い
人
が
、
地
域
で
気
軽

に
助
け
合
い
、
安
心
し
て
子
育
て
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。子

育
て
の
手
助
け
を
し
た
い
人

は
、
講
習
・
説
明
会
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

日
に
ち
＝
２
月
１８
日
㈰

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時
４０
分

場
所
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー

内
容
＝
救
命
講
習
・
子
ど
も
の
成

長
と
発
達
・
乳
幼
児
と
子
ど
も
の
栄

養
・
入
会
説
明
な
ど
。
託
児
（
予
約

が
必
要
）
が
あ
り
ま
す

申
込
方
法
＝
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
☎
６２
・

１
１
７
５
）

料
理
教
室

ピ
ザ
を
作
ろ
う

日
に
ち
＝
３
月
１０
日
㈯

時
間
＝
午
前
１０
時
～
正
午

場
所
＝
三
山
木
福
祉
会
館

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
小
学
生

～
高
校
生

献
立
＝
ピ
ザ
・
野
菜
ス
ー
プ
・
グ

レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー

講
師
＝
食
生
活
改
善
推
進
員

定
員
＝
先
着
１５
人

申
込
方
法
＝
２
月
１０
日
㈯
午
後
１

時
以
降
に
来
所
・
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
南
山
こ
ど
も

セ
ン
タ
ー
（
☎
６２
・
４
４
５
８
）

も
の
作
り
教
室

日
に
ち
＝
２
月
２２
日
㈭

時
間
＝
午
前
１０
時
～
正
午

場
所
＝
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
甘
南

備
園
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
す
る

古
着
か
ら
の
裁
縫
が
初
め
て
の
人

内
容
＝
着
物
布
で
マ
ン
ト
を
作
り

ま
す定

員
＝
８
人

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

参
加
費
＝
３
０
０
円

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の
往
信

用
に
「
も
の
作
り
教
室
」・
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
を
、
返
信
用
に
住

所
・
氏
名
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ

さ
いし

め
き
り
＝
２
月
１６
日
㈮（
必
着
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
環
境

衛
生
セ
ン
タ
ー
甘
南
備
園

（
〒
６
１
０
・
０
３
３
１
京
田
辺
市
田

辺
ボ
ケ
谷
５
、
☎
６８
・
１
２
８
８
）　

つ
つ
き
は
っ
け
ん

■
講
座

日
に
ち
＝
２
月
１５
日
㈭

時
間
＝
午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

場
所
＝
中
央
図
書
館

内
容
＝
平
成
２９
年
を
写
真
・
映
像

で
振
り
返
り
、
平
成
３０
年
計
画
を
発

表
し
ま
す

■
ウ
ォ
ー
ク

日
に
ち
・
集
合
場
所
＝
①
３
月
２８

日
㈬
・
Ｊ
Ｒ
同
志
社
前
駅
②
４
月
６

日
㈮
・
Ｊ
Ｒ
三
山
木
駅

集
合
時
間
＝
午
前
９
時
３０
分
（
午

後
０
時
３０
分
解
散
予
定
）

内
容
＝
①
同
志
社
大
学
構
内
遺
跡

ツ
ア
ー
（
田
辺
天
神
山
遺
跡
・
筒
城

宮
跡
・
新
宗
谷
遺
跡
・
歴
史
資
料
館
・

下
司
古
墳
群
・
学
生
食
堂
。
約
６
㎞
）

②
桜
と
山
吹
、古
典
文
学
め
ぐ
り（
井

堤
寺
跡
・
玉
津
岡
神
社
・
地
蔵
禅
院
・

左
馬
・
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
椿
坂
・

橘
諸
兄
公
旧
跡
。い
ず
れ
も
井
手
町
、

約
８
㎞
）

費
用
＝
各
回
３
０
０
円

【
定
員
】

各
回
先
着
５０
人

【
申
込
方
法
】

電
話
か
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

つ
つ
き
は
っ
け
ん
の
会
・
伊
藤

（
☎
０
８
０
・
３
１
３
４
・
８
６
６
２
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
スdontuki@ric.

hi-ho.ne.jp

） 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
聴
く

絵
本
の
読
み
語
り
・
コ
ン
サ
ー
ト

日
に
ち
＝
２
月
２８
日
㈬

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
（
開
場

は
午
後
１
時
４５
分
か
ら
）

場
所
＝
文
化
パ
ル
ク
城
陽

内
容
＝
本
市
在
住
の
絵
本
作
家
の

希
夙
さ
ん
が
、
絵
本
「
銀
河
サ
ー
カ

ス
団
」
を
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
投
影

し
な
が
ら
読
み
語
り
ま
す

ラ
イ
ア
ー
奏
者
の
松
葉
智
穂
さ
ん

の
コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
り
ま
す
。

参
加
費
＝
前
売
り
５
０
０
円
（
当

日
６
０
０
円
）

問
合
せ
先
＝
文
化
パ
ル
ク
城

陽
（
☎
５５
・
７
６
６
７
、
℻
５８
・

２
１
４
４
）

木
津
川
流
域

ク
リ
ー
ン
大
作
戦

日
に
ち
＝
２
月
１１
日
㈷
（
雨
天
時

は
２
月
１８
日
㈰
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
１０
時
３０
分

内
容
＝
木
津
川
河
川
敷
・
堤
防
の

清
掃
活
動
。
火
ば
さ
み
と
手
袋
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
中
学
生
以
下
は

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す

集
合
場
所
＝
草
内
木
津
川
運
動
公

園
（
山
城
大
橋
下
）

問
合
せ
先
＝
河
川
レ

ン
ジ
ャ
ー
事
務
局
（
☎

０
７
５
・
６
１
１
・
２
２
４
６
）

古
文
書
を
読
む
会

日
に
ち
＝
２
月
１０
日
㈯

時
間
＝
午
前
１０
時
～
正
午

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
精
華
町
教
育
委
員
会
の
中

川
博
勝
さ
ん

参
加
費
＝
３
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ
先
＝
郷
土
史
会
・
土
居（
☎

６３
・
５
４
７
３
）

市
民
ね
っ
と
楽
学
塾

日
に
ち
＝
２
月
２０
日
㈫

時
間
＝
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
ス
マ
ホ
時
代
の
防
犯
・
交

通
安
全
教
室

講
師
＝
田
辺
警
察
署
員

問
合
せ
先
＝
ま
ち
づ
く
り
市

民
ね
っ
と
京
田
辺
▼
吉
村
（
☎

０
９
０
・
５
９
７
４
・
４
３
５
３

℻
６３
・
０
８
９
６
）
▼
河
内
（
☎

０
９
０
・
６
７
５
３
・
２
９
８
８
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

以
外
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
、

上
位
チ
ー
ム
に
は
景
品
が
あ
り
ま

す
。日

に
ち
＝
３
月
９
日
㈮

時
間
＝
午
後
１
時
～
５
時

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
６０
歳
以

上
の
人
（
３
人
１
組
）

申
込
方
法
＝
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム

ペ

ー

ジ
（www.sjc.ne.jp/

kyotanabe

）
か
同
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
申
込
用
紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
２
月
２０
日
㈫

申
込
・
問
合
せ
先
＝
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
☎
６４
・
８
８
２
２
）

救
命
講
習

■
普
通
救
命
講
習

日
に
ち
・
場
所
＝
▼
２
月
１５
日
㈭
・

保
健
セ
ン
タ
ー
▼
２
月
１６
日
㈮
・
消

防
署
北
部
分
署

時
間
＝
午
前
９
時
～
正
午

内
容
＝
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇

生
の
講
習

■
上
級
救
命
講
習

日
に
ち
＝
２
月
２４
日
㈯

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
＝
消
防
署

対
象
＝
普
通
救
命
講
習
を
修
了
し

た
人内

容
＝
成
人
・
小
児
・
乳
児
に
対

す
る
心
肺
蘇
生
、傷
病
者
の
管
理
法
、

外
傷
の
手
当
要
領
、
搬
送
法
な
ど

【
定
員
】

各
日
先
着
１０
人

【
申
込
方
法
】

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

▼
消
防
署
（
☎
６３
・
１
１
２
５
）

▼
消
防
署
北
部
分
署
（
☎
６５
・

０
１
１
９
）

青
空
教
育
講
演
会

日
に
ち
＝
３
月
３
日
㈯

時
間
＝
午
後
６
時
３０
分
か
ら
（
開

場
は
午
後
６
時
か
ら
）

場
所
＝
木
津
川
市
中
央
交
流
会
館

テ
ー
マ
＝
何
故
な
く
な
ら
な
い
イ

ジ
メ
の
世
界

講
師
＝
愛
知
教
育
大
学
名
誉
教
授

の
折
出
健
二
さ
ん

問
合
せ
先
＝
京
都
南
部
少
年
少

女
自
立
支
援
の
会
「
青
空
」（
☎

０
８
０
・
２
５
０
２
・
５
１
５
９
、
℻

７６
・
５
７
６
９
）

就
職
・
応
援
し
ま
す
！

印
象
ア
ッ
プ
メ
イ
ク

日
に
ち
＝
２
月
２６
日
㈪

時
間
・
内
容
＝
①
午
後
１
時
～
２

時
３０
分
…
セ
ミ
ナ
ー
②
午
後
２
時
４５

分
～
４
時
…
個
別
相
談（
１
人
１５
分
）

場
所
＝
女
性
交
流
支
援
ル
ー
ム

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通

学
す
る
女
性

内
容
＝
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談

普
段
使
っ
て
い
る
メ
イ
ク
道
具
と

卓
上
鏡
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

定
員
＝
①
先
着
１０
人
②
先
着
５
人

申
込
方
法
＝
２
月
６
日
㈫
以
降
に

電
話
・
℻
で
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
連
絡
先
・
託
児
（
６
カ
月
か

ら
就
学
前
ま
で
。
２
月
２０
日
㈫
ま
で

に
申
し
込
み
）
を
希
望
す
る
場
合
は

子
ど
も
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）・
年

齢
（
月
齢
）
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
女
性
交
流
支

援
ル
ー
ム
（
☎
・
℻
６５
・
３
７
０
９
）

無
料
税
務
相
談

日
に
ち
＝
２
月
７
日
㈬

時
間
＝
午
後
１
時
３０
分
～
４
時
３０

分
場
所
＝
中
央
公
民
館

対
象
＝
税
理
士
・
税
理
士
法
人
に

相
談
を
し
て
い
な
い
人

内
容
＝
税
理
士
が
あ
ら
ゆ
る
税
の

相
談
に
応
じ
ま
す
（
１
人
３０
分
）　

　

定
員
＝
先
着
６
人

申
込
方
法
＝
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
近
畿
税
理

士
会
宇
治
支
部
事
務
局
（
☎
６４
・

６
６
５
０
）

学
校
給
食
の
食
材
納
入

業
者
登
録
を
受
け
付
け

教
育
委
員
会
は
、
平
成
３０
年
度
の

市
立
小
学
校
の
給
食
食
材
発
注
指
名

業
者
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
期
間
＝
２
月
５
日
㈪
～
３
月

５
日
㈪

申
請
方
法
＝
学
校
環
境
整
備
課
か

教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

申
請
書
を
持
参
・
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
申
請
・
問
合
せ
先
＝
学
校
環
境
整

備
課
（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住

所
不
要
〉、
☎
６４
・
１
３
９
３
）

可
燃
ご
み
広
域
処
理
施
設

整
備
に
関
す
る
説
明
会
な
ど

■
説
明
会

枚
方
京
田
辺
環
境
施
設
組
合
と
市

は
、
可
燃
ご
み
広
域
処
理
施
設
整
備

に
関
す
る
環
境
影
響
評
価
方
法
書
と

都
市
計
画
に
関
す
る
説
明
会
を
開
き

ま
す
。

日
時
＝
▼
２
月
８
日
㈭
午
後
７
時

か
ら
▼
２
月
１１
日
㈷
午
前
１０
時
か
ら

場
所
＝
中
央
公
民
館

問
合
せ
先
＝
▼
枚
方
京

田
辺
環
境
施
設
組
合
（
☎

０
７
２
・
８
９
６
・
１
５
７
０
）
▼
計

画
交
通
課
（
☎
６３
・
１
２
１
９
）

■
方
法
書
の
縦
覧
・
意
見
募
集

府
は
、
可
燃
ご
み
広
域
処
理
施
設

整
備
に
関
す
る
環
境
影
響
評
価
方
法

書
の
縦
覧
と
意
見
募
集
を
行
い
ま

す
。期

間
＝
２
月
２
日
㈮
～
３
月
１
日

㈭
場
所
＝
ご
み
広
域
処
理
推
進
課
・

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
甘
南
備
園
・
府

田
辺
総
合
庁
舎
・
枚
方
京
田
辺
環
境

施
設
組
合
な
ど

方
法
書
に
意
見
が
あ
る
人
は
、
任

意
の
用
紙
に
環
境
保
全
な
ど
の
意
見

と
理
由
・
住
所
・
氏
名
・
対
象
事

業
を
書
い
て
、
３
月
１５
日
㈭
（
必

着
）
ま
で
に
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（www.

pref.kyoto.jp

）
か
ら
電
子
申
請
も

で
き
ま
す
。

提
出
・
問
合
せ
先
＝
京

都
府
環
境
部
環
境
管
理

課
（
〒
６
０
２
・
８
５
７
０

〈

住

所

不

要

〉、

☎

０
７
５
・
４
１
４
・
４
７
１
５
）

■
都
市
計
画
公
聴
会

市
は
、
可
燃
ご
み
広
域
処
理
施
設

整
備
に
伴
う
都
市
計
画
決
定
案
の
作

成
に
向
け
た
公
聴
会
を
開
き
ま
す
。

日
に
ち
＝
３
月
１７
日
㈯

時
間
＝
午
前
１０
時
か
ら

場
所
＝
中
央
公
民
館

公
聴
会
で
の
意
見
陳
述
を
希
望
す

る
人
は
、
計
画
交
通
課
で
都
市
計
画

素
案
を
閲
覧
の
上
、
公
述
申
出
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
出
書
の
提

出
が
な
い
場
合
は
、
公
聴
会
は
開
き

ま
せ
ん
。

閲
覧
・
提
出
期
間
＝
２
月
１５
日
㈭

～
３
月
１
日
㈭

提
出
・
問
合
せ
先
＝
計
画
交
通
課

（
☎
６３
・
１
２
１
９
）

公
共
事
業
再
評
価

審
査
委
員
会
の
傍
聴

日
に
ち
＝
２
月
１６
日
㈮

時
間
＝
午
後
２
時
～
４
時

場
所
＝
市
役
所
３
階
３
０
５
会
議

室
内
容
＝
三
山
木
地
区
特
定
土
地
区

画
整
理
事
業
に
つ
い
て

申
込
方
法
＝
午
後
１
時
４５
分
ま
で

に
来
庁
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先
＝
建
設
政
策
推
進
室

（
☎
６４
・
１
３
４
０
）

枚
方
京
田
辺
環
境
施
設
組
合
議
会

定
例
会
の
傍
聴

日
に
ち
＝
２
月
１９
日
㈪

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら
（
受
け
付

け
は
午
後
１
時
３０
分
か
ら
）

場
所
＝
枚
方
市
東
部
清
掃
工
場

内
容
＝
平
成
３０
年
度
一
般
会
計
予

算
な
ど

定
員
＝
先
着
１５
人

問
合
せ
先
＝
枚
方
京
田

辺
環
境
施
設
組
合
（
☎

０
７
２
・
８
９
６
・
１
５
７
０
）

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

意
見
募
集
期
間
を
延
期

広
報
ほ
っ
と
京
た
な
べ
１
月
１
日

号
５
面
に
掲
載
し
た
「
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
見
直
し
案
に
意
見

を
」
の
記
事
で
、
意
見
の
募
集
期
間

を
１
月
１７
日
㈬
～
２
月
１５
日
㈭
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
都
合
に
よ
り
延
期

し
ま
す
。募
集
期
間
が
決
ま
り
次
第
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
環
境
課
（
☎
６４
・

１
３
６
６
）

▼
納
期
限
内
に
納
付
さ
れ
な
か
っ

た
と
き
は
、督
促
状
を
発
送
し
ま
す
。

督
促
状
を
発
送
し
た
場
合
は
、
督
促

手
数
料
２
０
０
円
を
加
算
し
ま
す
。

▼
滞
納
し
た
場
合
、
延
滞
金
を
徴

収
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

滞
納
分
の
税
の
徴
収
は
京
都
地
方
税

機
構
が
行
い
ま
す
。

▼
口
座
振
替
・
自
動
払
込
の
人

は
、
納
期
限
の
前
日
ま
で
に
登
録
口

座
の
預
貯
金
残
高
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。市

税
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
で

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
市
・

府
民
税（
普
通
徴
収
）、軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
）
は
、

口
座
振
替
で
納
付
で
き
ま
す
。
一
度

手
続
き
す
る
と
翌
年
度
以
降
も
継
続

さ
れ
、納
め
忘
れ
が
な
く
便
利
で
す
。

取
扱
金
融
機
関
＝
京
都
銀
行
・
南

都
銀
行
・
京
都
信
用
金
庫
・
京
都
中

央
信
用
金
庫
・
京
都
や
ま
し
ろ
農
業

協
同
組
合
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

手
続
方
法
＝
振
替
を
希
望
す
る
月

の
前
月
ま
で
に
、
取
扱
金
融
機
関
へ

通
帳
・
届
出
印
・
納
税
通
知
書
か
納

付
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
納
税

通
知
書
・
納
付
書
が
な
い
場
合
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
書
は
市
内
の
取
扱
金
融
機
関

に
あ
り
ま
す
。
市
外
の
取
扱
金
融
機

関
で
手
続
き
す
る
人
は
、
申
込
書
を

郵
送
し
ま
す
の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。問

合
せ
先
＝
▼
税
務
課
（
☎
６４
・

１
３
１
８
）
▼
国
保
医
療
課
（
☎

６４
・
１
３
３
２
）

就
学
通
知
書
を
発
送

届
か
な
い
人
は
連
絡
を

教
育
委
員
会
は
、
４
月
に
小
・
中

学
校
に
入
学
予
定
の
子
ど
も
の
保
護

者
へ
、
１
月
１５
日
に
就
学
通
知
書
を

発
送
し
ま
し
た
。
届
い
て
い
な
い
人

は
、
至
急
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
立
小
・
中
学
校
以
外
の

学
校
へ
入
学
す
る
場
合
は
、
３
月
２０

日
㈫
ま
で
に
就
学
通
知
書
・
入
学
許

可
書
・
印
鑑
を
持
参
し
、
区
域
外
入

学
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
合
せ
先
＝
学
校
教
育
課

（
☎
６４
・
１
３
９
２
）

京
都
府
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
が
改
定

平
成
２９
年
１２
月
２１
日
か
ら
京
都
府

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
次
の

と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
・
時
間
額
（
引
上
額
）
＝
▼

金
属
製
品
製
造
業
・
９
０
２
円
（
１７

円
）
▼
電
気
機
械
器
具
製
造
業
・

９
０
０
円
（
１７
円
）
▼
輸
送
用
機
械

器
具
製
造
業
・
９
０
７
円
（
１８
円
）

▼
各
種
商
品
小
売
業
・
８
６
０
円

（
２３
円
）▼
自
動
車（
新
車
）小
売
業
・

８
６
０
円
（
２５
円
）

問
合
せ
先
＝
京
都
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室
（
☎

０
７
５
・
２
４
１
・
３
２
１
５
）

創
業
者
が
支
払
っ
た

利
子
の
一
部
を
助
成

市
は
、
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
の

新
創
業
融
資
制
度
を
利
用
し
た
市
内

創
業
者
に
、
支
払
い
済
み
の
利
子
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
市
内
に
在
住
か
つ
事
業
所

が
あ
り
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

人
な
ど

利
子
補
給
率
＝
１
％

助
成
対
象
＝
平
成
２９
年
１
月
１
日

～
同
年
１２
月
３１
日
に
支
払
っ
た
利
子

申
請
方
法
＝
電
話
・
℻
・
郵
送
で

申
請
書
を
請
求
す
る
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
書
類

を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
請
期
限
＝
３
月
３０
日
㈮

申
請
・
問
合
せ
先
＝
産
業
振
興

課
（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住
所

不
要
〉、
☎
６４
・
１
３
１
９
、
℻
６４
・

１
３
５
９
）

雨
水
タ
ン
ク
の
設
置
に
補
助

市
は
、
雨
水
の
河
川
へ
の
集
中
的

な
流
入
の
軽
減
と
水
資
源
の
有
効
活

用
を
図
る
た
め
、
雨
水
タ
ン
ク
の
購

入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。対

象
＝
自
ら
が
居
住
す
る
市
内
の

住
宅
に
、
新
た
に
雨
水
タ
ン
ク
（
容

量
８０
リ
ッ
ト
ル
以
上
で
市
販
の
も

の
）
を
購
入
・
設
置
後
１
年
以
内
の

人
年
度
内
１
基
に
限
り
ま
す
。

補
助
額
＝
購
入
費
用
の
４
分
の
３

（
上
限
４
万
５
千
円
。
千
円
未
満
切

り
捨
て
）

設
置
工
事
費
な
ど
の
経
費
は
補
助

の
対
象
外
で
す
。

申
請
方
法
＝
環
境
課
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
書
類

を
添
え
て
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い

申
請
期
限
＝
３
月
２８
日
㈬

予
算
額
に
達
し
た
場
合
は
、
受
け

付
け
を
終
了
し
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先
＝
環
境
課
（
☎

６４
・
１
３
６
６
）

お
知
ら
せ

Information市税などの納期限

後期高齢者
医療保険料
（第8期）

国保医療課
☎64-1374

国民健康保険税
（第9期）

2月28日㈬

国保医療課
☎64-1332

種別 納期限 問合せ先

人事人事
■人権擁護委員を再委嘱
　市の人権擁護委員に、松井啓二さん（大
住ケ丘）、河村初美さん（薪）が 1 月 1
日付で法務大臣から再委嘱されました。
任期は 3 年です。人権問題や暮らしの悩
み事について、市が行う「なやみごと相
談（毎月 15 日号 3 面）」などで相談に
応じます。気軽に相談してください。
問人権啓発推進課（☎64-1336）

■戦没者遺族相談員を委嘱
　市の戦没者遺族相談員に、安岡賢治さ
ん（田辺北里 24、☎62-1376）が平成
29 年 10 月 1 日付で厚生労働大臣から
委嘱されました。任期は 3年です。戦没
者遺族の福祉の増進を図るため、相談を
行います。
問社会福祉課（☎63-1127）
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広告広告

健
康
・

　
　福
祉

Health健
幸
パ
ス
ポ
ー
ト

応
募
は
３
月
９
日
ま
で

市
は
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
応

援
す
る
健
幸
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
同
事
業

に
参
加
し
た
人
は
期
限
ま
で
に
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
１６
歳
以

上
の
人

詳
し
く
は
、健
康
推
進
課
・
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
あ
る
「
健
幸
パ
ス

ポ
ー
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
３
月
９
日
㈮
（
当
日

消
印
有
効
）

問
合
せ
先
＝
健
康
推
進
課
（
☎

６４
・
１
３
３
５
）　

ひ
だ
ま
り
の
会

日
に
ち
＝
２
月
２７
日
㈫

時
間
＝
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

場
所
＝
府
立
洛
南
寮

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
高
齢
者

内
容
＝
音
楽
鑑
賞
・
認
知
症
予
防

ゲ
ー
ム
な
ど

申
込
方
法
＝
２
月
２２
日
㈭
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
６２
・
２
２
２
２
、
℻
６５
・

４
９
６
２
）

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
の
つ
ど
い

認
知
症
を
楽
し
く
理
解

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
は
、
認
知
症
に

つ
い
て
正
し
く
理

解
し
、
偏
見
を
持

た
ず
認
知
症
の
人

や
家
族
に
対
し
て

温
か
い
目
で
見
守

る
応
援
者
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

の
印
で
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
の
人
も
、
こ
れ
か
ら

目
指
す
人
も
、
み
ん
な
で
一
緒
に
楽

し
く
学
習
・
交
流
し
て
、
認
知
症
へ

の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

日
に
ち
＝
３
月
１７
日
㈯

時
間
＝
午
後
１
時
～
３
時
３０
分

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
す

る
人内

容
＝
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
つ
な
げ

隊
に
よ
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
・
復
習
講
座
・
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

み
な
が
ら
の
座
談
会　

定
員
＝
先
着
５０
人

申
込
方
法
＝
３
月
９
日
㈮
ま
で
に

電
話
・
来
所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
申
込
・
問
合
せ
先
＝
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
あ
ん
市
役
所
（
☎

６３
・
１
２
６
８
）

児
童
手
当
・
特
例
給
付

１０
～
１
月
分
を
振
り
込
み

児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
給
し

て
い
る
人
に
は
、
２
月
期
分
（
平
成

２９
年
１０
月
～
同
３０
年
１
月
分
）
を
２

月
９
日
㈮
～
１６
日
㈮
に
振
り
込
み
ま

す
（
公
務
員
を
除
き
ま
す
）。

同
手
当
・
給
付
は
認
定
を
受
け
た

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
申
請
方
法
な

ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。問

合
せ
先
＝
子
育
て
支
援
課
（
☎

６４
・
１
３
７
７
）

　
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
を
支
給

市
は
、
次
に
該
当
す
る
人
に
手
当

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
現
在
手
当
を

受
給
し
て
お
ら
ず
、
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
人
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
発
達
障
が
い
と
診
断
さ

れ
、
在
宅
で
の
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
場

合
も
、
両
手
当
の
対
象
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

障
害
者
手
帳
の
有
無
は
問
い
ま
せ

ん
が
、医
師
の
診
断
書
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
特
別
障
害
者
手
当

対
象
＝
重
度
の
障
が
い
が
２
つ
以

上
あ
り
、
日
常
生
活
で
常
時
特
別
な

介
護
が
必
要
な
２０
歳
以
上
の
在
宅
の

人
障
が
い
者
支
援
施
設
・
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
入
所
し
た
と
き
や
、

病
院
な
ど
に
継
続
し
て
３
カ
月
を
超

え
て
入
院
し
た
と
き
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

支
給
額
＝
月
額
２
万
６
千
８
１
０

円
■
障
害
児
福
祉
手
当

対
象
＝
重
度
の
障
が
い
の
た
め
、

日
常
生
活
で
常
時
介
護
が
必
要
な
２０

歳
未
満
の
在
宅
の
人

障
が
い
児
入
所
施
設
な
ど
に
入
所

し
た
と
き
や
、
障
が
い
を
支
給
事
由

と
す
る
公
的
年
金
を
受
給
で
き
る
と

き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
額
＝
月
額
１
万
４
千
５
８
０

円
【
申
請
方
法
】

障
害
福
祉
課
に
あ
る
申
請
書
に
、

認
定
請
求
書
・
医
師
の
診
断
書
・
所

得
状
況
届
な
ど
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い

【
申
請
・
問
合
せ
先
】

障
害
福
祉
課
（
☎
６４
・
１
３
７
２
）

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
相
談
会

肢
体
・
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
相

談
員
が
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。
障
が

い
に
よ
る
心
配
事
・
悩
み
事
な
ど
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
に
ち
＝
２
月
１５
日
㈭

時
間
＝
午
後
２
時
～
４
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先
＝
障
害
福
祉
課
（
☎

６４
・
１
３
７
２
、
℻
６３
・
５
７
７
７
）

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
の

共
生
を
考
え
る
集
い

教
育
委
員
会
・
就
学
指
導
委
員
会

は
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、
共
に
生

き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
講

演
会
を
開
き
ま
す
。

日
に
ち
＝
２
月
２３
日
㈮

時
間
＝
午
前
１０
時
～
１１
時
５０
分

場
所
＝
中
央
公
民
館

テ
ー
マ
＝
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

た
障
が
い
理
解

講
師
＝
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
陸
上
競
技

部
の
堀
越
信
司
さ
ん
（
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
４
位
入
賞
）

問
合
せ
先
＝
学
校
教
育
課
（
☎

６４
・
１
３
９
２
）

福
祉
用
具
貸
与
費
用
の

自
己
負
担
額
を
助
成

市
は
、
身
体
に
障
が
い
が
あ
る
人

が
介
護
保
険
を
利
用
し
て
福
祉
用
具

の
貸
与
を
受
け
た
場
合
に
、
自
己
負

担
額
を
助
成
し
ま
す
。

申
請
対
象
＝
平
成
２９
年
７
～
１２
月

の
福
祉
用
具
貸
与
の
自
己
負
担
分

同
年
７
月
以
降
に
手
帳
を
取
得
し

た
人
は
、取
得
月
か
ら
が
対
象
で
す
。

対
象
者
・
福
祉
用
具
＝
左
表
の
と

お
り申

請
方
法
＝
介
護
保
険
自
己
負
担

額
の
領
収
書
（
写
し
可
）、
介
護
保

険
被
保
険
者
証
・
身
体
障
害
者
手
帳

の
写
し
、
印
鑑
、
振
込
先
の
金
融
機

関
の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い

新
た
に
申
請
す
る
人
や
口
座
を
変

更
す
る
人
は
、通
帳
の
写
し
（
名
義
・

支
店
名
・
口
座
番
号
が
分
か
る
ペ
ー

ジ
）
が
必
要
で
す
。

申
請
期
限
＝
２
月
２８
日
㈬

申
請
・
問
合
せ
先
＝
障
害
福
祉
課

（
☎
６４
・
１
３
７
２
）

見
え
な
い
・
見
え
に
く
い
人
の

サ
テ
ラ
イ
ト
事
業

日
に
ち
＝
２
月
１４
日
㈬

時
間
・
内
容
＝
▼
午
前
１０
時
３０
分

～
正
午
…
個
別
相
談
・
訓
練
▼
午
後

１
時
～
３
時
…
パ
ソ
コ
ン
入
門

場
所
＝
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
ふ
ら
っ
と

申
込
方
法
＝
個
別
相
談
・
訓
練
は

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
京
都

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
鳥
居
寮
（
☎

０
７
５
・
４
６
３
・
６
４
５
５
）

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の

自
立
支
援
相
談

市
は
、
自
立
を
目
指
す
ひ
と
り
親

家
庭
の
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
を
応

援
す
る
た
め
、相
談
会
を
開
き
ま
す
。

日
に
ち
＝
２
月
２３
日
㈮

時
間
＝
▼
午
前
１０
時
か
ら
▼
午
前

１１
時
か
ら
▼
午
後
１
時
か
ら
▼
午
後

２
時
か
ら
▼
午
後
３
時
か
ら
▼
午
後

４
時
か
ら
（
各
回
５０
分
）

場
所
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

よ
る
就
業
・
生
活
に
関
す
る
相
談
、

履
歴
書
・
職
務
経
歴
書
の
作
成
添
削
、

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
制
度
の
情

報
提
供
な
ど

託
児（
就
学
前
ま
で
）が
あ
り
ま
す
。

定
員
＝
各
回
先
着
１
人

市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す
る

人
を
優
先
し
ま
す
。

申
込
方
法
＝
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
２
月
２１
日
㈬
（
託
児

を
希
望
す
る
人
は
２
月
１３
日
㈫
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
子
育
て
支
援

課
（
☎
６４
・
１
３
７
６
）　　
　
　

ひ
と
り
親
家
庭
の
つ
ど
い

日
に
ち
＝
２
月
１８
日
㈰

時
間
＝
午
前
１０
時
か
ら

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
・
対
象
＝
▼
祝
い
励
ま
す

会
…
市
内
に
在
住
し
、
４
月
に
小
学

校
に
入
学
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

の
親
子
▼
親
子
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

（
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
）
…
市
内
に
在

住
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
親
子

申
込
方
法
＝
親
子
ふ
れ
あ
い
の
つ

ど
い
の
み
参
加
す
る
場
合
は
、
２
月

９
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
子
育
て
支

援
課
（
☎
６４
・
１
３
７
６
）
▼
社
会

福
祉
協
議
会
（
☎
６２
・
２
２
２
２
）　

　

高
校
生
給
付
型
奨
学
金
等

府
は
、
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
、
高
校
生
給
付

型
奨
学
金
等
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象
＝
母
子
・
父
子
世
帯
（
２０
歳

以
上
６５
歳
未
満
の
同
居
者
が
い
る
世

帯
を
除
き
ま
す
）、
児
童
世
帯
、
障

が
い
者
世
帯
、
長
期
療
養
者
世
帯

申
請
方
法
＝
２
月
２８
日
㈬
ま
で
に

申
請
書
を
子
育
て
支
援
課
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先
＝
▼
山
城
北
保
健
所
綴

喜
分
室
（
☎
６３
・
５
７
４
５
）
▼
子

育
て
支
援
課
（
☎
６４
・
１
３
７
６
）

ス
ト
レ
ス
と
の

上
手
な
付
き
合
い
方
を
学
ぶ

日
に
ち
＝
３
月
１０
日
㈯

時
間
＝
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
日
常
生
活
で
で
き
る
簡
単

な
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
法
に
つ
い
て

講
師
＝
女
性
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
研

究
所
フ
ェ
リ
ア
ン
講
師
の
森
﨑
和
代

さ
ん申

込
方
法
＝
電
話
・
℻
・
は
が
き

で
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
連
絡

し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
３
月
７
日
㈬
（
必
着
）。

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
・
磁
気
ル
ー
プ

シ
ス
テ
ム
が
必
要
な
人
は
、
２
月
２８
日

同計画の基本目標 4 は、「地域での防
災体制を充実させよう」と「地域での防
犯体制づくりを進めよう」という 2 つの
行動目標から成っています。

地域福祉において、地域住民が安全・
安心に暮らせる仕組みづくりは、最も基
本となる目標です。多くの人が訓練や講
習などに積極的に参加し、非常時に地域
で一人ひとりがどう対応するか、どの支
援が必要かなどの情報を共有して、相互
理解を進めることが重要です。また、日
頃からあいさつや声掛けなどを意識し、
地域でのつながりを広げるとともに、パ
トロールなどの活動に積極的に協力する
ことも大切です。

5 回にわたって、市民の皆さんに日頃
から取り組んでいただきたい活動などを
紹介してきました。一人ひとりの「絆」
を大切にし、皆さんの力で地域福祉を推
進していくことが必要ですので、ご協力
をお願いします。

福祉用具名 下肢機能
障害

車いす
車いす付属品

1～ 3級
※

歩行器 1～ 5級

歩行補助つえ 1～ 6級

体幹機能
障害

1 ～ 3級

※下肢機能障害4級以下でも、上肢機能障害が
　2級以上の場合は対象となります。

㈬
（
必
着
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
障
害
者

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
ら
っ
と

（
〒
６
１
０
・
０
３
６
１
京
田
辺
市
河

原
食
田
１０
・
２３
、
☎
６８
・
１
０
７
０
、

℻
６８
・
１
０
７
１
）

難
病
相
談
（
膠
原
病
）

日
に
ち
＝
２
月
１４
日
㈬

時
間
＝
午
後
１
時
～
３
時
３０
分 

場
所
＝
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室 

対
象
＝
膠
原
病
お
よ
び
そ
の
疑
い

が
あ
る
人
や
家
族 

内
容
＝
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
リ

ウ
マ
チ
内
科
部
長
の
福
田
亙
さ
ん
に

よ
る
個
別
相
談
・
指
導
・
助
言 

定
員
＝
先
着
６
人

申
込
方
法
＝
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
山
城
北
保
健

所
綴
喜
分
室
（
☎
６３
・
５
７
３
４
）

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．
Ｃ
．

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
へ
ご
招
待

日
時
・
対
戦
相
手
＝
①
２
月
２５
日

㈰
午
後
３
時
か
ら
・
Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル

ビ
ア
②
３
月
１７
日
㈯
午
後
３
時
か

ら
・
Ｆ
Ｃ
岐
阜
③
３
月
２１
日
㈷
午
後

３
時
か
ら
・
フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山

場
所
＝
西
京
極
総
合
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
兼
球
技
場
（
京
都
市
）

定
員
＝
各
回
１０
組

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の
往
信

用
に
、観
戦
希
望
試
合
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
、
返
信
用
に
住
所
・
氏

名
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

は
が
き
１
枚
に
つ
き
２
人
ま
で

し
め
き
り
＝
①
２
月
１４
日
㈬
②
３

月
９
日
㈮
③
３
月
１２
日
㈪
（
必
着
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
京
都
サ
ン

ガ
Ｆ
．
Ｃ
．「
京
田
辺
市
広
報
ご
招

待
」
係
（
〒
６
１
０
・
０
１
０
２
城

陽
市
久
世
上
大
谷
８９
・
１
、
☎
５５
・

７
６
０
３
）

「おたがいさん」の心で助け合い、共
に生きる社会を実現するためには、私た
ち一人ひとりが助け合いの輪を広げる活
動を続けることが大切です。

最終回となる今号は、第 3 期地域福祉
計画の基本目標 4 について、私たちの行
動目標と実際の取り組み事例を紹介しま
す。
問合せ先＝社会福祉課（☎ 63-1127）

シリーズ⑤ 【最終回】基本目標４
「安全・安心な暮らしを守ろう」心心 絆絆ではぐくむ心豊かなまちではぐくむ心豊かなまちとと

東区では、犯罪が
増加する年末に、市・
消防署・田辺警察署・
消防団などと連携し
て、多くの地域住民
が防犯パトロールを
行います。

日本年金機構は、老齢
年金の受給者へ「平成
29 年分公的年金等の源
泉徴収票」を 2 月中旬ま
でに郵送します。確定申
告などに必要ですので大

切に保管してください。
国民年金・厚生年金・共済組合などが

支給する公的年金は、所得税法上「雑所得」
となります。老齢・退職を理由とする年
金には所得税が課せられ、年金額から源
泉徴収されています。障害・遺族年金は
非課税のため、源泉徴収はありません。

源泉徴収票が届かない・紛失したなど
の場合は、日本年金機構で再発行を受け
付けています。基礎年金番号を確認し、
本人が「ねんきんダイヤル」へ連絡して
ください。
受付時間＝▼平日…午前 8 時 30 分～

午後 5 時 15 分（月曜日は午後 7 時まで）
▼第 2土曜日…午前 9 時 30 分～午後

4 時
問合せ先＝▼ねんきんダイヤル（☎

0570-05-1165）▼京都南年金事務所（☎
075-644-1165）▼市民年金課（☎ 64-
1333）

2 月 16日～ 3月 15日
市・府民税申告／確定申告市・府民税申告／確定申告
2月 16日～ 3月 15日

ねんきん
源泉徴収票
を郵送

３位
閲覧数

約6,400

　平成 26年
10月に市公式
フェイスブック
をスタートさせま
した。「一日 1件以
上の投稿」「行政ネタ
だけでなく季節やまち
の親しみやすい話題の発
信」を心掛けてきた結
果、フォロワー（ファン）
の数は府南部の自治体では
最高の1,500人を超えました。
　昨年一年間で最も多くの人
に見られたベスト 10の中か
ら、秘書広報課が選定した
ベスト 5を紹介します！
　市フェイスブックの閲覧は
誰でもできますが、フェイス
ブックに登録すると、各記事
への「いいね！」やコメント
のほか、友人らと記事のシ
ェアなどができます。
　京田辺の新たな魅力
をたくさん発見して、
もっともっと京田辺
のファンになりまし
ょう！
【問合せ先】
秘書広報課
（☎64-1320）

１位
閲覧数

約10,800

ツアー・オブ・ジャパン京都ステージ
ダイジェスト版として配信した動画で
多くの人が世界の走りに興奮しました！

２位
閲覧数

約9,300

みんなで盛り上げた市制 20周年
施行日の 4月 1日までの残日数を
表示したボードを持つ 100組をス
ライドショーで配信しました！

４位
閲覧数

約5,700

北陸新幹線の
新駅が松井山
手駅付近に決定
全国的な話題
となった同駅
付近の今と20
年前の姿を航
空写真で紹介
しました！

桃園ハンドボールクラブが日本一
小学生ハンドボーラーの聖地・京田
辺で地元チームが優勝した話題は多
くの人にシェアされ、10,000 人を
超える人に拡散されました！

プレイバック 2017　昨年最も多く見られた記事は ?!プレイバック 2017　昨年最も多く見られた記事は ?!

５位
閲覧数

約2,900

閲覧・
登録は
こちら

三山木駅～
同志社山手間
の市道が開通
三山木小学校
に通う児童ら
も、安全で快
適な新しい通
学路に大満足！

ス
ポ
ー
ツ

Sports

【作り方】
①粉ゼラチンは分量の水にふり入れ、ふやか

しておく。
②ボールに抹茶と砂糖を入れ、よく混ぜ合わ

せ牛乳を少しずつ加え混ぜる。
混ぜたら生クリームも加え、一度こしてから、

鍋に入れ、人肌に温める。
③❶のゼラチンを電子レンジで 20 秒ほど加

熱して溶かし❷に加える。
④❸を氷水に当て、少しとろみがつくまで冷

やしたら、水でぬらした型に流して冷やす。
⑤型から出して器に盛り、きな粉をふる。

市は、「健康」「幸せ」をキーワードに
健康づくり事業を行っています。

レシ
いきいき
食改

京田辺発 健幸

抹茶きな粉ゼリー

5ｇ
大さじ２
大さじ１
20ｇ
1カップ
1/4カップ
大さじ1

粉ゼラチン
水
抹茶
砂糖
牛乳
生クリーム
きな粉

材料（4個分）

調理の
★抹茶の風味を生かすために加熱しす
ぎないようにしましょう。
★トッピングで小豆あんやクリームで飾
ると見栄えも良くなります。

エネルギー
122kcal
たんぱく質
4.0g
脂質
8.0g

カルシウム
72mg
塩分
0.3g

栄養価
（１個分）

今号は、抹茶を使ったデザートを紹介し
ます。京田辺産の抹茶は苦みのないうま味
と風味が特徴です。牛乳を使うので、おい
しいだけでなく栄養価も高いです。
問合せ先＝健康推進課（☎ 64-1335）

レシピサイト「クックパッド
（http://cookpad.com）」（＝ QR コー
ド）にも掲載しています。「京田辺市
　抹茶」で検索してください。「京田
辺発」で過去のレシピも一発検索！

市民税・府民税申告と、確定申告の受
け付けが始まります。申告が必要な人は、
期間中に忘れず申告してください。詳し
くは、広報ほっと京たなべ 1 月 1 日号
に折り込みの特集をご覧ください。
期間＝ 2 月 16 日㈮～ 3 月 15 日㈭
時間・場所＝▼市民税・府民税申告…

午前 9 時～午後 4 時・コミュニティホー
ル▼確定申告…午前 9 時～午後 5 時（受

け付けは午後 4 時まで）・宇治
税務署
申告に必要なもの＝印鑑・

マイナンバーカード（または、
マイナンバー通知カードと運
転免許証など）・平成 29 年中

の収入金額や必要経費が分かるもの・控
除を受けるために必要なもの（各種保険
料の領収書・控除証明書など）・本人名
義の口座情報が分かるもの
問合せ先＝▼市民税・府民税申告に関
すること…税務課（☎ 64-1317）▼確定
申告に関すること…宇治税務署（☎ 44-
4141）

市公式フェイスブック市公式フェイスブック



「広報ほっと京たなべ」は、古紙を配合した再生紙を使用しています。
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【節分（受験シーズン）】

実録 消費生活相談の　　  より消費生活相談の　　  より現場
ちょっと　　　　そのちょっと　　　　その待った！待った！ 契約契約

お試しで健康食品を購入したら、実は定期購入だった！シリーズシリーズ


インターネットで「お試し価格で 500 円！」とあった健
康食品を購入。商品が届き 500 円をコンビニで支払った。
翌月2回目の商品が届き5,980円の請求書が同封されており、
初めて定期購入であることを知った。
驚いて事業者に電話をしたところ、「ホームページに初回
は 500 円、5 回以上の定期購入が条件、2回目以降は 5,980
円と表示しているので解約はできない」と言われた。申込時
の画面にそのような表示があった覚えがなく、定期購入であ
れば申し込んでいなかった。2回目以降を解約したい。
このように、インターネット格安通販の「お試し価格」「モ
ニター価格」で一度だけ注文したつもりが定期購入になって
いたというトラブルが近年急増しています。消費生活セン
ターへも同様の相談が多く寄せられており、件数は昨年度の
2倍以上になっています。

【被害防止のポイント】
事業者のホームページを見ると「お試し 500 円」は大き
な字で表示されていますが、「定期」「2回目以降は 5,980 円」
などは小さな字で最後に表示されていました。このような場
合は解約できないことが多いので、購入前には次の点をしっ
かり確認しましょう。
▼「お試し」「無料」「モニター」などの言葉に惑わされず、
購入や解約の条件、返品できるかどうか、できる場合はどん
な条件かなど、契約内容を必ず確認しましょう。
▼注文の時はトラブル防止のため、申込画面を印刷して保
管しておきましょう。
トラブルになったときは、消費生活センターに相談してく
ださい。

【相談・問合せ先】
消費生活センター（☎ 63-1240。平日午前 9時～午後 4時

〈正午～午後 1時を除く〉）

トピックスo

もぐらを退治！
おんごろどん
1 月 7日、宮ノ口・江津地区
で約 500 年前から伝わる伝統
行事「おんごろどん」が行われ
ました。
「おんごろ」とはモグラのこ
と。横槌（わらで作った棒）で
地面をたたいてモグラを追い払
い、今年の豊作を祈願します。
子どもたちは、地域の家々を回
り元気に地面をたたきました。

㊨ 晴 れ や
かな表情の

新成人たち㊧大人への第一歩を踏み出し
た喜びと決意を述べる「はたちの宣誓」

20 歳の門出祝う
成人式
１月 7 日、田辺中央体育館
で成人式を開きました。
今年、市内で成人を迎えたの
は 844 人。華やかな振り袖や
真新しいスーツに身を包んだ新
成人たちは、友人や恩師との再
会を喜びました。また、新成人
スタッフが企画した「成人のつ
どい」では、ビンゴ大会なども
行われ、仲間と楽しいひととき
を過ごしました。

はがきに次の質問の回答と郵便番号・住
所・氏名・年齢・日中連絡がつく電話番号
を書いて郵送してください。応募は広報紙
のほか、京田辺市ｅモニター（たなモニ）
でも受け付けています。
①「○」に入るクイズの答え
②興味を持った記事と感想
③分かりにくかった記事
④今後取り上げてほしい企画やご意見な
ど
正解者の中から抽選で 3 名様に、京田
辺玉露のガトーショコラをプレゼントしま

す。
個人情報は賞品の発送のみに使用しま
す。また、いただいた意見や感想は広報紙
などで紹介する場合があります。なお、ご
意見に対する個別回答はできませんのでご
了承ください。
当選発表は、賞品の発送をもって代えさ
せていただきます。
しめきり＝ 2月 15 日㈭（当日消印有効）
応募・問合せ先＝秘書広報課（〒 610-
0393〈住所不要〉、☎ 64-1320）

まず一歩！ ○いて伸ばそう 健幸寿命

先月号の答え：「茶」香服大会

京田辺玉露の
ガトーショコラ

3名様

写真
 で
紹介

「もぐらうちおくりの歌」を歌いながら、
息を合わせて何度も地面をたたく子どもたち

いつもより太い筆で書き初めにチャレ
ンジする児童

力強く筆走らせる
普賢寺小学校　書き初め会
1 月 10 日、普賢寺小学校で
全校児童が参加する書き初め会
が開かれました。
同校が地元の書道名人を社会
人講師として招いて行う新春の
恒例行事。各学年の代表児童が
大きな画仙紙に交代で一文字ず
つ「お正月」「美しい空」など
の課題を、丁寧に力強く書き上
げました。

石井市長
現地・現場リポート

毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
が

発
生
す
る
中
、
本
市
で
最
も
懸
念

さ
れ
て
い
る
災
害
の
一
つ
が
東

海
・
東
南
海
地
震
で
す
。
大
規
模

震
災
で
は
、
揺
れ
に
よ
る
建
物
の

倒
壊
な
ど
直
接
的
な
被
害
に
加

え
、
火
災
な
ど
の
被
害
が
甚
大
に

な
る
た
め
、
建
物
の
耐
震
化
と
と

も
に
二
次
災
害
を
防
ぐ
取
り
組
み

が
重
要
で
す
。

本
市
で
は
、
強
い
揺
れ
で
水
道

が
断
水
し
た
時
で
も
消
火
・
生
活

用
水
を
確
保
す
る
た
め
、
耐
震
性

防
火
水
槽
の
設
置
を
進
め
て
き
ま

し
た
（
平
成
２９
年
度
当
初
１
１
６

基
）。
市
域
全
体
を
網
羅
す
る
た

め
、
順
次
設
置
箇
所
を
増
や
し
て

い
る
中
、
現
在
工
事
を
進
め
て
い

る
近
鉄
新
田
辺
駅
西
側
の
公
園

で
、
消
防
職
員
か
ら
使
用
方
法
な

ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
（
＝
写

真
）。この

防
火
水
槽
は
容
量
が
６０
㎥

あ
り
、
ポ
ン
プ
車
１
台
で
約
１
時

間
の
放
水
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、

ト
イ
レ
の
洗
浄
な
ど
に
も
使
用
で

き
、
災
害
時
に
大
き
な
力
に
な
っ

て
く
れ
ま
す
。
地
元
の
自
治
会
長

さ
ん
か
ら
も
「
使
う
機
会
が
な
い

こ
と
が
一
番
で
す
が
、
い
ざ
と
い

う
時
の
備
え
と
し
て
耐
震
性
の
あ

る
防
火
水
槽
が
あ
る
と
安
心
で

す
」と
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
地
震
に
つ
い
て
は
、発
生
時
・

発
生
直
後
・
避
難
生
活
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
局
面
で
対
応
が
必
要
で

す
。
防
災
・
減
災
対
策
に
ゴ
ー
ル

は
な
く
、
コ
ツ
コ
ツ
と
備
え
を
積

み
上
げ
充
実
さ
せ
て
い
く
ほ
か
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
誰
も

が
安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

災害時の備え着々と
耐震性防火水槽を順次設置耐震性防火水槽を順次設置

美
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品
格
の
あ
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